非破壊試験関係のキーワードの例

１．非破壊試験の方法

1.1 共通　

非破壊試験　　　　　非破壊検査　　　　　　判定基準　　　　　材質試験

供用期間中検査　　　品質管理　　　　　　　品質保証　　　　　事故調査

破面試験　　　　　　材料試験　　　　　　　破壊力学　　　　　割れ

高温割れ　　　　　　腐食　　　　　　　　　応力腐食割れ　　　低温割れ

クリープ破壊　　　　延性破壊　　　　　　　ぜい性破壊　　　　へき開破壊

疲労破壊　　　　　　きず　　　　　　　　　きず寸法　　　　　きずの位置

欠陥　　　　　　　　破壊じん性　　　　　　材料劣化　　　　　き裂伝播

き裂開口変位　　　　水素ぜい性　　　　　　フラクトグラフィ　計算機利用

画像処理　　　　　　表面きず　　　　　　　内部きず　　　　　溶接きず

鋳造きず　　　　　　加工きず　　　　　　　自動探傷法　　　　標準試験片

対比試験片　　　　　材料評価　　　　　　　波形解析　　　　　保守

認定　　　　　　　　安全性　　　　　　　　形状測定　　　　　人工知能

規格　　　　　　　　国際規格　　　　　　　団体規格　　　　　経年変化

モニタリング　　　　損傷評価　　　　　　　健全性評価　　　　可視化

技術者教育　　　　　強度評価　　　　　　　信号処理　　　　　有限要素法

逆問題　　　　　　　差分法　　　　　　　　電磁界解析　　　　シミュレ－ション

磨耗

　1.2 放射線　

放射線　　　　　　　放射線同位元素(RI)　　放射能        　　線質

工業用Ｘ線装置　　　粒子加速器　          実効焦点　　　    ﾏｲｸﾛﾌｫ-ｶｽ

放射線透過試験　　　中性子ﾗｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨ-　　　ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾗｼﾞｵｸﾞﾗﾌｨ-(DR)　ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ断層撮影(CT)

立体撮影　　　　　　拡大撮影　　　　　　　二重壁撮影方法　　肉厚補償マスク

像質　　　　　　　　透過写真のｺﾝﾄﾗｽﾄ　　　散乱比　　　　　　きずの分類

透過度計識別度　　　試験部の有効長さ　　　階調計の濃度差　　実行エネルギ－

半価層　　　　　　　後方散乱線　　　　　　感光材料　　　　　工業用Ｘ線フィルム

Ｘ線ｲﾒ-ｼﾞｲﾝﾃﾝｼﾌｧｲｱ 　放射線検出器　　　　　放射線防護　　　　線量当量

管理区域　　　　　　鉛当量　　　　　　　　減速材

　1.3 超音波　

超音波探傷試験　　　パルス法　　　　　　　連続波法　　　　　反射法

透過法　　　　　　　垂直法　　　　　　　　斜角法　　　　　　直接接触法

非接触法　　　　　　水浸法　　　　　　　　超音波映像法　　　周波数分析

端部エコー法　　　　超音波可視化法　　　　探触子　　　　　　斜角探触子

可変角探触子　　　　垂直探触子　　　　　　超音波厚さ計　　　超音波

ｱｺｰｽﾃｨｯｸｴﾐｯｼｮﾝ　　　共振法　　　　　　　　板波法　　　　　　表面波法

一探触子法　　　　　二探触子法　　　　　　二振動子探触子法　シュリーレン法

ＳＨ波法　　　　　　超音波探傷装置　　　　超音波表示装置　　超音波記録装置

超音波変換素子　　　　圧電素子　　　　　　音弾性　　　　　　指向性

周波数特性　　　　　　音響測定　　　　　　音響ｲﾝﾋﾟ-ﾀﾞﾝｽ 　　 クリープ波法

音速測定　　　　　　　位相　　　　　　　　音場　　　　　　　ﾌｪ-ｽﾞｱﾚｲ 探触子

ＴＯＦＤ法

　1.4 電磁気・浸透　

磁化　　　　　　　　　磁性材料　　　　　磁粉模様　　　　　　磁気探傷試験

磁粉探傷試験　　　　  ﾊﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ 法      マグネトグラフィ    センサ

磁粉　　　　　　　　　残留磁気　　　　　磁気測定　　　　　　磁気特性

漏洩磁束探傷法　　　　漏洩磁束　　　　　磁気異方性　　　　　透磁率

紫外線照射装置　　　　毛細管現象　　　　蛍光浸透探傷試験　　染色浸透探傷試験

浸透探傷装置　　　　　渦流探傷試験　　　渦流探傷装置　　　　渦電流

コイル　　　　　　　　ﾘﾓｰﾄﾌｨｰﾙﾄﾞ 法      位相　　　　　　　　導電率

　1.5 応力・ひずみ解析　

電気抵抗ひずみｹﾞｰｼﾞ はくひずみゲージ     応力測定試験     　磁気ひずみ

残留応力　　　　　　応力解析　　　　　　　光弾性皮膜法　　　応力凍結法

応力塗料膜法　　　　Ｘ線応力測定法　　　　塑性ひずみ測定法　めっき法

二重露光法　　　　　コースティックス法　　ﾎﾛｸﾞﾗﾌｨ－干渉法　 応力拡大係数

ひずみ測定試験　　　光弾性法　　　　　　　スペックル法　　　モアレ法

格子法　　　　　　　音弾性法　　　　　　　動ひずみ　　　　　伸び計

光ファイバセンサ

　1.6 その他　

熱的試験法　　　　　光学的試験法　　　　　サーモグラフィ　　振動解析

リーク試験法

　２．試験体の材質　

鋼　　　　　　　　　炭素鋼　　　　　　　　合金鋼　　　　　　高合金鋼

低合金鋼　　　　　　構造用鋼　　　　　　　工具鋼　　　　　　高張力鋼

ステンレス鋼　　　　非鉄金属　　　　　　　軽合金　　　　　　銅合金

アルミニウム合金　　クラッド材　　　　　　複合材料　　　　　セラミックス

コンクリート　　　　プラスチック　　　　　磁性材料　　　　　形状記憶合金

ガラス　　　　　　　耐火物　　　　　　　　核燃料　　　　　　非金属介在物

焼結材料　　　　　　高分子材料　　　　　　薄膜

　３．試験体の種類・形状　

鋼構造　　　　　　　ｺﾝｸﾘ-ﾄ構造　　　　　　ハニカム構造　　　海洋構造物

土木構造物　　　　　建築構造物　　　　　　橋梁　　　　　　　構造部材

圧力容器　　　　　　タンク　　　　　　　　配管　　　　　　　チュ－ブ

回転機　　　　　　　ボイラ　　　　　　　　原子力機器　　　　水力機器

タ－ビン　　　　　　ガス設備　　　　　　　航空機　　　　　　宇宙機器

鉄道　　　　　　　　鉄道車輌　　　　　　　自動車　　　　　　船舶

厚板　　　　　　　　薄板　　　　　　　　　棒鋼　　　　　　　形鋼

インゴット　　　　　鋳造品　　　　　　　　鍛造品　　　　　　圧延製品

管　　　　　　　　　溶接鋼管　　　　　　　線材　　　　　　　ワイヤ・ケ－ブル

　４．試験体の加工過程など　

塑性加工　　　　　　鋳造　　　　　　　　　鍛造　　　　　　　連続鋳造

圧延　　　　　　　　切削　　　　　　　　　メッキ　　　　　　熱処理

応力除去　　　　　　ろう付　　　　　　　　表面硬化　　　　　浸炭

ちっ化　　　　　　　押出　　　　　　　　　引抜　　　　　　　溶接

圧接　　　　　　　　接着　　　　　　　　　時効　　　　　　　相変態

再結晶　　　　　　　拡散　　　　　　　　　研磨

